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研究成果の概要（和文）：　本研究は、最近の認知言語学の進展により更に研究が進んだ言語の「主体性」「主観性」
の問題に関して、言語類型論（対照言語学）の手法を用いて、言語間にその差異が見られるか否かを、アジアの諸言語
を対象として調査・分析することにより検証したものである。関連する言語現象別に主観性表現を分類し、機能・形式
上の観点からその４分類を提案した。その主観性表現の語彙化・文法化のパターンの差異により言語の類型化を行った
。これまで語順類型など言語の客観的な面をもとに類型が指摘されていたが、主観性に関しても類型が可能であること
、そしてその多様性の様相を明らかにした。

研究成果の概要（英文）： We have made cognitive linguistic investigations on Asian languages in terms of 
linguistic subjectivity to examine its patterns of variation for its typological classification. This 
research based the notion of subjectivity on the recent advancement in the Cognitive Linguistic studies 
of linguistic subjectivity, proposed a 4-way classification of subjective expressions, and utilized the 
contrastive linguistic methods in linguistic typology in investigating patterns of lexicalization and 
grammaticalization of the subjective expressions. One of the research findings is that languages can be 
classified into types and subtypes in terms of subjectivity.

研究分野： 言語学
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１．研究開始当初の背景 
(1)認知言語学の研究によって、言語がそして
その現象が深く主観性(subjectivity)に根ざ
すものであることが明らかになってきた。こ
れまで言語主体とは独立して存在する客観
的な対象であるとされてきた、言語構造や文
法構造が際立ちの認識や視点の置き方など
の言語主体の持つ認知プロセスの反映であ
り（ラネカーなど）、意味変化やそれに関わ
る解釈が言語主体に備わっている認知能力
によって作り上げられる（トローゴットな
ど）ことが理解されてきた。 
 
(2)同じ認知言語学の subjectivity（及び
subjectification）の研究であっても、ラネカ
ーとトローゴットでは概念上の差が指摘さ
れ始め、日本語訳でも、「主体性」が「主観
性」と並んで（それぞれ「—化」とともに）
登場し、研究者の間でも混乱が見られるよう
になった。 
 
(3)言語類型論は、言語研究の対象を個別言語
から世界の言語に広げ、語順・形態といった
文法的特長によって言語を類型化し、言語の
個別性／多様性と普遍性の両面を、実際の言
語の記述による検証を経て捉えようとする
研究分野である。特に認知言語学的・構文主
義的研究の流れを汲み、統語理論を言語類型
論の立場から再検討したクロフトなどその
最近の理論的展開には目覚しいものがある。
しかしながら事象構造に関わる主観性に関
する記述・検証に関しては、これまで類型化
のもととなる言語の文法的特徴として中心
的な扱いをうけたとは言えず、言語類型論の
知見が充分に活かされていないという状況
であった。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、認知言語学によって明ら
かになった言語の主体性・主観性（両者は英
語ではともに subjectivity）の、特にその命
題事象内に表出する形式としての語彙化や
構文化に関して、言語間の多様性と類型化の
可能性を、アジアの諸言語を主に言語類型論
の記述的・実証的な研究手法によって明らか
にすることであった。 
 
 
３．研究の方法 
(1)事象構造、動詞意味論の主観性に関わる
研究のうち、これまで中心的に研究してきた
内的状態述語構文などに関する研究成果を、
他の構文の研究の雛形になるような形で集
約し、直示移動や主観的移動の構文など他の
関連構文に関しても研究を進める。各構文に
関する記述的なデータの収集作業を精力的
に行い、そのデータにもとづいた汎言語的に
適用可能なその主観性・主体性の定義の整
理・設定・検証を行う。 

 
(2)言語における「主観性」のプロトタイプ
的な定義を検討しながら、その定義に基づく
「主観性」に関わる言語のデータの収集・分
析を、特に従来の認知言語学のデータの中心
となった印欧語以外の言語であるアジアの
言語において集中的に行う。特にどのような
事象を表す構文に「主観性」の表出が見られ
るかのパターンが見られれば、それを集中的
に各言語において見て行くことにする。 
 
(3)各言語間の様々な事象を表す構文の類似
点・差異を指摘し、類型化を検討する。また、
個別言語の多様性がいかなる要因（の組み合
わせ）で説明できるかを考察する。 
 
４．研究成果 
(1)言語の「主体性」・「主観性」についての
定義 
 言語学一般に限っても「主体性」・「主観性」
と い う 言 葉 が 多 岐 に 使 用 さ れ 、 ま た
subjectivity/ subjectificationという英語
に関しても、認知言語学のラネカーのそれと
言語類型論のトローゴットのそれでは異な
る言語現象を対象とすることも多いため、英
語での subjectivity 理論やその研究成果を
正しく理解・導入する上で、その本研究での
定義を汎言語的に適用可能な形で明確にす
ることが必要であった。 
 これに関して一定の成果を納めることが
でき、ラネカーの subjectivity の理論はそ
の定義や対象とされた言語現象とその議論
の上からも「主体性」と訳されるべきもので
あり、しかしながらトローゴットのものとも
共通する「主観性」とも訳せる現象も見られ
ることなどを明らかにした。また、その過程
で、subjectivity をいう時それが「捉え」の
問題か「表現」の問題かについても理論間に
差が見られ、両者の関係についても明らかに
した。（この成果については、現在校正中の
論文集において出版・公開の予定。） 
 認知言語学での subjectivity の現象を分
類し明確にし、「主観性」「主体性」などに訳
し分けることは、日本語学を始めとした日本
での言語学諸学会の主観性研究にも意義の
あることである。 
 
(2)アジア諸言語を中心とした主観性に関わ
る言語現象データの収集・分析 
 文献資料としてアジア諸言語を中心に多
言語の記述文法書(reference grammar)、更
に事象構造の言語類型に関する文献の中か
ら、主観性現象に関する記述や議論の要点を
整理するとともに、関連する用例データの収
集・分析を行った。また自ら母語話者に調査
することによりデータ収集し明らかにした
こともある。それらにより、明らかになった
主なことを以下にまとめる。 
① ラネカーなど英語の現象をもとに主観性

について議論されていることが、日本語



などにも見られること、そしてその異同
についても検証された。また、日英両語
で対照的にいわば二元論的に捉えられて
いた現象も、韓国語・タイ語・中国語他
において様々な程度で見られることが検
証された。 

② 通言語的に表現の主観性の見られる事象
として、移動事象構文、授与構文、位置
関係構文、内的状態述語構文、参与者指
示表現として敬語（社会的直示）構文な
どが挙げられる。 

③ 主観的な表現傾向が強いとされる日本語
において主観的な表現の類型を行うと、
類間に継続性のある４分類が認められる。
それらは「体験者主観性表現」「情意者主
観性表現」「認識者主観性表現」「対聴者
主観性表現」である。 

 言語の主観性研究に言語間差異の概念を
導入し、その言語の表現における多様性を、
そのデータを収集して実証的に示した意義
は大きい。 
 
(3)通言語的な差異および類型 
 言語間では、主観的な表現のうち、特に「体
験者主観性表現」においてその言語化（語彙
化を含む）・慣習化(conventionalization)の
パターンと程度において差が見られる。語彙
化（直示述語化）するか構文形式によって示
されるか、無標となるか有標となるか、どの
事象構文において慣習化されるかにより、言
語の類型化が可能となった。 
 これまでの類型論的研究は、客観的に捉え
られる事象に関する言語間差異を見出すこ
とに終始していたとしても過言ではなく、言
語類型論において主観性に関して統一的に
取り上げその類型化の可能性を示したこと
は新知見である。 
 
(4)今後の展望 
 本研究により残された課題・今後の展開の
可能性として次のようなものが挙げられる。 
① 資料・文献を増やしデータ収集・分析を

さらに進め、また対象とするアジア地域
を越えて言語の数を増やし、より汎言語
的なデータに基づいた主観性言語現象の
多様性の様相の検証と類型化を進める。
また、主観性類型と他の言語類型（代名
詞省略型言語とゼロ代名詞型言語など）
との関連性・相関性についても考察する。 

② 「主観性」に比べて「主体性」について
は特にその言語間差異についてデータの
収集が困難であった。それについても今
後さらに資料収集を行い、言語類型論的
手法を用いて研究を行う。 

本研究は「主観性」を中心としたが、今後は
これを展開させ、「主観化」及び「間主観性
／化」についても共時的観点・通時的（文法
化の）観点を合わせ、また言語進化との関わ
りについても考察・分析を進める。 
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